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評 価 の 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 令和５年度のＥＭＳの取組結果について 

電力使用量削減には、LED化などいろいろな取組がある

が、それぞれの取組の寄与度が明確ではない。難しいとは思

うが、それぞれの取組によってどうなったかという効果が測

れればいい。 

岡山県は他県に比べてPR不足に見える。せっかくやってい

る環境配慮の取組を県のブランディングにつなげるようなこ

とをやってもらえたらいいと思う。 

蛍光管の在庫があれば、なかなかLEDには替えないと思

う。指定管理者についても同様で、そのあたりを変えていく

と効果が上がるのではと思う。 

 

２ 令和５年度のエコ・オフィス・プランの取組結果について 

  太陽光発電設備の導入や新築建築物のZEB化については、計

画期間中にどの程度実施するのか不明確であり、計画におけ

る目標の立て方として疑問がある。 

  調達電力の60％以上を再生可能エネルギー電力とするとなっ

ているが、結構ハードルが高く難しいのではないかと思う。

また、電力会社の排出係数だけ見るのではなく、発電方法に

よる環境への影響や持続可能かどうかという観点で考える必

要があるのではないか。 

異常気象がもはや当たり前になっている中、新築建築物だけ

でなく既存建築物の断熱改修に、指定管理施設も含め、予算を

しっかりとつけて取り組んでいかないといけない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評 価 の 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エネルギーの地産地消、自給自足ということが重要であり、

太陽光発電設備については、50％といわず設置できるところに

は設置して自家消費率を上げていくということを考えてもらい

たい。 

何よりもまずは目標を達成することが至上命題であり、予算

等制約はあると思うががんばっていただければと思う。 

技術は日進月歩であり、最新の情報を収集して効果の出る方

法を模索することや、場合によっては計画の見直しも検討され

たい。 

計画における新築建築物のZEB化の取組内容だが、「まずは

ZEBを目指し、難しい場合はZEB Ready、ZEB Oriented相当とす

る。」とすべきだったと考える。 

ZEB化について、近々新築するものがあるのか、現実味があ

るのかが心配である。また、再生可能エネルギー電力の調達に

ついては、現状と目標との差が大きく、追いつくのか心配だ。 

エコ・オフィス・プランの取組については、難しい面はある

が進めていかないといけない。頑張ってもらいたい。 

 

３ 令和６年度の取組について 

  LED照明の導入についてだが、蛍光管の在庫があるとなかな

か進まない。また、経済性を優先する傾向があり、LEDに替え

ると明るくなり電気代も安くなるが、替える経費が掛かるた

めに替えないということになる。 

  民間企業であれば、環境問題やダイバーシティなどにお金を

かけて取り組まないと社会から認められずマイナスとなる。

環境問題に関心を持っている若い人が集まるような魅力的な

社会にしていくためにも、将来に向けての投資と考えてお金

をかけて取り組まないといけない。 

  県民の環境に対する意識が高くないと予算をつけにくい面も

ある。社会全体の意識改革が必要となる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

評 価 の 概 要 

 

地元企業から再生可能エネルギー電力を調達し、そのメンテ

ナンスを地元企業に任せると、地元の産業の振興にもつなが

り、産業振興という側面でも効果がある。 

  新築だけでなく、長寿命化の事業の中で、断熱リノベなどに

も積極的に取り組んでいただけると目標値に近づいていくの

ではないかと思う。 

岡山県の環境問題への取組は、全国的にも早かった時期があ

る。環境関係で日本のリーダー的な県にするということを強く

主張して予算を取ってやれば実績値は上がるが、自然の状態で

いけば時間がかかる。 

 

 


